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令和 3年度 第 8期計画の施策進捗状況
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【基本目標 1】高齢者を地域でささえあうまちづくり 

1. 高齢者を地域でささえあうまちづくり 

（1）地域共生社会の実現に向けた取組の推進 

NO. 
計画書

記載頁 
施策名 進捗状況 担当課 

1 59頁 
総合相談窓口

の充実 

 

 地域包括支援センターの体制については、令和 2年度と現在の状況は下段のとおりです。 

 配置人員数について、主任ケアマネージャーが 1名欠員となっています。 

 しかしながら、今後の地域包括ケアシステムの推進に向け、4 ヶ所の在宅介護支援センターの機能強化をは

じめ、地域の自治会や医師会などの各種関係機関との連携を強めることにより、地域包括支援センターの体制

強化に取り組んでいます。 

 また、今後は高齢者数増加や介護保険制度の改正に伴う新規業務の増加に対し、人員の配置を含め検討して

いきます。 

 

 令和２年度 令和３年度 

人員体制 

保健師       2名 

社会福祉士     4名（内 2名非常勤） 

主任ケアマネージャー3名（内 2名非常勤） 

看護師        2名（非常勤） 

ケアマネージャー   8名（非常勤） 

事務職        3名 

管理者        1名 

保健師        2名 

社会福祉士      4名（内２名非常勤） 

主任ケアマネージャー 2名（内１名非常勤） 

看護師        2名（非常勤） 

ケアマネージャー   8名（非常勤） 

事務職        3名 

管理者        1名 

 ＊介護保険法に規定する指定事業者の人員基準 

   高齢者数 3,000 人～6,000 人当たりに「保健師・社会福祉士・主任ケアマネージャー」それぞれ１名を

配置する。令和４年 1月 1日付高齢者人口 18,681人 

 

高齢者支援係 
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1. 高齢者を地域でささえあうまちづくり 

（2）認知症施策の推進 

 

 

 

NO. 
計画書

記載頁 
施策名 進捗状況 担当課 

2 60頁 

認知症サポー

ターの養成 

 

 

 

認知症初期集

中支援チーム

事業の強化 

 

 

認知症に関す

る各種相談窓

口の設置 

 

 

 

高齢者等 SOS

ネットワーク

事業 

サポーター養成講座の実施 

令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 

7,432人 7,810人 7,979人 

 

 

認知症初期集中支援チーム事業の実績 

令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 

3件 1件 1件 

 

 

認知症に関する相談窓口 

令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 

7か所 7か所 6か所 

 

 

高齢者等 SOSネットワーク見守り登録事業の登録者数 

令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 

75人 77人 71人 
 

高齢者支援係 
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 1. 高齢者を地域でささえあうまちづくり 

（3）家族介護者への支援の充実 

 

 

 

 

 

 

NO. 
計画書

記載頁 
施策名 進捗状況 担当課 

3 64頁 

家族介護者に

対する相談支

援体制の充実 

 

 

認知症相談窓

口の周知・啓

発 

 

 

レスパイト機

能をもつ施設

等の活用 

 

 

地域包括支援センター及び在宅介護支援センターにおいて、高齢者の家族介護者に対する総合相談支援を実

施しました。特に認知症の高齢者を介護する家族には、認知症地域支援推進員を中心に、必要に応じて、福岡

県認知症医療センター、認知症専門医療機関、認知症の人と家族の会直方などの協力機関・団体と連携し相談

及び支援を実施しました。 

 

 

ガイドブック（介護予防お役立ちガイド）及び認知症ケアパス（認知症お役立ちガイド）に認知症に関する

相談窓口について記載し市民に対して周知することで、気軽に相談し本人・家族等で抱え込まずに済むように

努めています。 

 

 

家族による介護の抱え込みに関する相談に対して、一時的な分離が必要だと判断できる場合には、ケアマネ

ージャーを通じて介護保険サービスによるレスパイトが図れるよう日常的に情報の整理等を行っています。 

高齢者支援係 
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1. 高齢者を地域でささえあうまちづくり 

（4）高齢者を支える担い手づくり 

NO. 
計画書

記載頁 
施策名 進捗状況 担当課 

4 65頁 

民生委員・児

童委員との連

携 

 

 

老人クラブ活

動費の支援 

 

 

 

 

 

 

 

日常生活サー

ビスの体制整

備 

 

 

介護従事者の

質の確保・向

上に関する取

組 

 

民生委員・児童委員との連携のもと、市内 65歳以上の独居高齢者の訪問を行い、防災・防犯用に緊急連絡先

の整備を行っています。 

また、これまで民生委員に依頼していた 88歳・100歳以上への敬老祝い金の贈呈を口座振込へと変更したこと

で、民生委員にかけていた負担を大きく軽減しました。 

 

令和 3年度に、市とシニアクラブ連合会との意見交換会を開き、現状の問題点や要望などを協議しました。 

その意見交換会で要望として出た、エンディングノートについての講座を市の講座として開催する事が決定し

ました。シニアクラブ連合会の評議会にも市側が参加し、情報を共有する事でお互いの連携強化を確認してい

ます。 

シニア連合活動費 

令和元年度 令和２年度 令和３年度 

388,072円 384,000円 393,000円 

 

 

生活支援コーディネーターが地域の会議に参加した回数 

令和元年度 令和２年度 令和３年度 

77 42 57 

 

 

国・県が主催する研修に積極的に参加するとともに、直方市が主催する研修を行い、市内の事業者に対し積

極的に参加を呼びかけました。また地域包括支援センターに所属するケアマネージャーのうち、要件を満たし

ている職員が主任ケアマネージャーを取得するよう努めました。 

高齢者支援係 
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【基本目標 2】高齢者が健康で活躍できるまちづくり 

２．高齢者が健康で活躍できるまちづくり 

（1）健康寿命の延伸 

 

 

 

 

NO. 
計画書

記載頁 
施策名 進捗状況  

5 70頁 

 

のおがた元気

ポイント事業 

 

 

 

 

 

 

歯科口腔保健

に関する知識

の普及啓発 

 

高齢者の保健

事業と介護予

防の一体的な

実施の検討 

 

 

年々参加人数は増えてきており、高齢者の約 16％が参加していることになります。また、登録団体数も増加

しています。新型コロナウイルス感染症の影響で活動を自粛している団体もあり、商品券との交換者数は減少

していますが、高齢者自身の健康の増進に活用されています。より多くの方にこの事業を知っていただくため、

介護保険被保険者証の送付時に事業のチラシを同封し、普及啓発に努めています。 

 

のおがた元気ポイント参加人数 

令和元年度 令和２年度 令和３年度 

2933人 2966人 令和 4年 4月集計予定 

 

 

平成 30 年からいきいき百歳体操サポーター養成講座を始めましたが、令和 3 年度からはお口の体操である

かみかみ百歳体操についてもサポーター養成講座も開催しました。また、直方歯科医師会の協力のもと、口腔

保健に関する普及啓発に努めています。 

 

 

健康推進係と連携し、九州大学との研究でのおがた元気ポイント事業参加者や週 1回以上百歳体操に取り組

む方の介護予防の効果検証を経年的に行っています。また、栄養に関する出前講座を行う等して、フレイル予

防の普及啓発に努めています。 

高齢者支援係 
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２．高齢者が健康で活躍できるまちづくり 

（2）自立支援・重度化防止に向けた取組の推進 

 

NO. 
計画書

記載頁 
施策名 進捗状況 担当課 

6 73頁 

 

サポーター養

成講座 

 

 

 

 

 

 

 

介護予防・生

活支援サービ

ス事業の充実 

 

 

 

 

 

 

 

 

一般介護予防

事業の充実 

 

平成 30 年からいきいき百歳体操サポーター養成講座を始めましたが、令和 3 年度からはかみかみ百歳体操

サポーター養成講座も開催しました。初めて参加する方を対象として、より多くの方に百歳体操を知ってもら

い地域活動に取り入れてもらえるよう普及啓発しています。また、市内リハビリテーション専門職や直方歯科

医師会の協力を得て開催することで、医療・介護関係者との連携の強化にもつながっています。 

 

サポーター養成講座受講者数 

令和元年度 令和２年度 令和３年度 

82 34 83（R3.12末現在） 

 

 

比較的介護度が低く、運動による改善が見込める要支援者に対しては、積極的に訪問型サービス A・通所型

サービス Cの利用を推進しています。また近隣他市の運用を視察し、よりよい制度設計を目指しています。 

 

訪問型サービス A利用者数 

令和元年度 令和２年度 令和３年度 

3,464 3,392 2,613（R3.12末現在） 

通所型サービス C利用者数 

令和元年度 令和２年度 令和３年度 

376 412 277（R3.12末現在） 

 

 

出前講座やサポーター養成講座等で普及啓発することにより、週 1回以上百歳体操に取り組む団体は年々増

加しています。通所型サービスＣから卒業した方々が自主活動団体へ移行することもあり、通いの場が増加し

ていくよう普及啓発に努めていきます。 

高齢者支援係 
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２．高齢者が健康で活躍できるまちづくり 

（3）生きがいづくり活動の推進 

 

 

 

 

 

 

また、週 1回以上百歳体操に取り組む団体には市内リハビリテーション専門職の協力を得て、体力測定と運動

指導を継続的に行っており、高齢者自身の介護予防・健康の増進に寄与しています。 

 

いきいき百歳体操実施団体数 

令和元年度 令和 2年度 令和 3年度 

13 15 19 
 

     

7 75頁 
生涯学習活動

事業 

 生涯学習活動や趣味・スポーツ活動を行っている団体を把握し、活動内容の充実に向けて必要な援助等を行

っています。生活支援コーディネーターは、公民館などで行われている自主活動に積極的に参加し、活動内容

を詳細に把握したうえで、市民から生活相談を受けた際に、その人にあった活動を幅広く紹介していくように

努めています。 

 活動を通じての新型コロナウイルスへの感染を予防するため、感染予防物資の購入を支援するため、交付金

を交付しました。 

高齢者支援係 
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2．高齢者が健康で活躍できるまちづくり 

（4）高齢者の社会参加・働く場の充実 

 

 

 

 

NO. 
計画書

記載頁 
施策名 進捗状況 担当課 

8 75頁 

 

老人クラブ活

動費の支援 

 

 

 

 

 

 

 

高齢者の就労

促進 

 

（再掲）令和 3年度に、市とシニアクラブ連合会との意見交換会を開き、現状の問題点や要望などを協議しま

した。 

その意見交換会で要望として出た、エンディングノートについての講座を開催する事が決定しました。 

シニアクラブ連合会の評議会にも市側が参加し、情報を共有する事でお互いの連携強化を確認しています。 

老人クラブ助成事業費補助金 

令和元年度 令和２年度 令和３年度 

931,991円 747,248円 854,000円 

 

 

福岡県 70 歳現役応援センター、はつ・らつ・コミュニティなどが主催する高齢者の就労に関するイベント

を、市報・市ホームページにて掲載し、ポスターやチラシを掲示する等により、高齢者の就労促進に関して広

報を行っています。 

シルバー人材センターについては補助金により運営の補助を引き続き行っています。 

しかし、令和 5年に導入予定のインボイス制度については、シルバー人材センターへの運営に及ぼす影響が極

めて大きいことから、福岡県市長総会へ特例措置の適用等について議案を提出しています。 

シルバー人材センター補助金 

令和元年度 令和２年度 令和３年度 

17,539,000円 18,339,000円 19,520,000円 
 

高齢者支援係 
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【基本目標 3】高齢者が安心して暮らせるまちづくり 

 

3．高齢者が安心して暮らせるまちづくり 

（1）在宅医療・介護の連携の充実 

 

NO. 
計画書

記載頁 
施策名 進捗状況 担当課 

9 78頁 

地域の医療・

介護サービス

資源の把握 

 

課題の抽出と

対応策の検討 

 

在宅医療・介

護連携に関す

る相談支援 

 

医療・介護関

係者の研修 

 

地域住民への

普及・啓発 

 

関係市町村の

連携 

令和 2年度から直方市の医療・介護情報集を作成し、毎年更新を行っています。アンケート実施により実際

に利用する医療・介護関係者の声を反映しているため、好評いただいています。また、嘉穂・鞍手保健福祉環

境事務所の協力を得て 2市 2町協働で直鞍圏域の医療・介護情報集を作成しているところです。 

 

直鞍 2市 2町で 3師会をはじめとする地域の医療・介護関係者が参画する会議を開催し、在宅医療・介護連

携に関する状況と課題の共有を行っています。 

 

医療機関・介護関係者からの相談は増加傾向です。今後も相談機関としてより多くの方に知っていただける

よう発信していきます。また、口腔に関しては、直方歯科医師会の協力を得て、専門職を支援していただいて

います。 

 

医療・介護関係者向けに地域包括支援センター主催研修会を定期的に開催しています。 

 

 

介護予防お役立ちガイドや認知症ケアパスの配布により、できるだけ長く住み慣れた地域での生活ができる

よう情報発信を行っています。 

 

嘉穂・鞍手保健福祉環境事務所の協力のもと、直鞍 2市 2町で毎月定例会議を実施し、広域での取り組みに

ついて検討しています。 

高齢者支援係 
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3．高齢者が安心して暮らせるまちづくり 

（2）地域包括支援センターの機能強化 

 

 

 

 

NO. 
計画書

記載頁 
施策名 進捗状況 担当課 

10 79頁 

 

 

総合相談支援

事業 

 

 

地域ケア会議

の推進 

 

 

 

 

ケアマネージ

ャーの資質向

上 

 

 

高齢者に対する包括的な相談窓口としての機能を強化するため、市役所内の他窓口、福岡県が所轄する窓口、

医療機関、介護施設、社会福祉協議会、弁護士会など多様化機関と緊密な連携をとっています。 

 

 

多様な専門職を助言者として迎えるため、新型コロナウイルス感染症に細心の注意を払いながら会議を開催

してきました。今年度は会議による効果をより高め、具体的にしていくために、地域ケア会議の中で検討した

事例の中から専門職が実地での支援が必要と判断したケースに関して、専門職と現地に同行し支援を行ってい

ます。同行支援したケースでは、3か月後に再度訪問し、支援の効果を検証しています。 

 

 

地域包括支援センターのケアマネージャーのみではなく、市内全ての事業所に所属するケアマネージャーを

対象として、定期的に研修会を主催しています。 

高齢者支援係 
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3．高齢者が安心して暮らせるまちづくり 

（3）高齢者福祉サービスの充実 

 

 

NO. 
計画書

記載頁 
施策名 実績報告 担当課 

11 80頁 

生活管理指導

短期宿泊サー

ビス 

 

 

緊急通報装置

貸与事業 

 

 

 

配食サービス 

 

 

 

 

高齢者すみよ

か事業 

生活管理指導短期宿泊サービス利用件数 

令和元年度 令和２年度 令和３年度 

3名 合計 33日 2名 合計 8日 2名 合計 14日 

 

 

緊急通報装置貸与件数 

令和元年度 令和２年度 令和３年度 

281人 267人 265人（R3.12月末現在） 

 

 

配食サービス利用件数 

令和元年度 令和２年度 令和３年度 

2,340人 

41,655食 

2,654人 

48,338食 

2,087人 

38,051食（R3.12末現在） 

 

 

高齢者すみよか事業実施件数 

令和元年度 令和２年度 令和３年度 

4 2 2 
 

高齢者支援係 
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3．高齢者が安心して暮らせるまちづくり 

（4）高齢者の虐待防止と権利擁護に関する取組の推進 

 

 

 

 

 

 

NO. 
計画書

記載頁 
施策名 実績報告 担当課 

12 81頁 

 

普及・啓発 

 

 

 

 

高齢者の虐待

防止 

 

 

 

 

成年後見制度

の普及・啓発

および利用促

進 

 

ガイドブック（介護予防お役立ちガイド）に高齢者の権利擁護について記載し、市報と共に配布することで

市民に対し周知を図っています。 

 

 

 

福岡県が開催する研修に参加し、最新の法令や対応方法等について学び、それを職員間で周知することで、

高齢者虐待の通報が成された際に適切に対応できるように備えています。 

また介護従事者による虐待への対応については、今後研修会等を開催する予定です。 

 

 

 

ガイドブック（介護予防お役立ちガイド）及び認知症ケアパス（認知症お役立ちガイド）に成年後見制度に

ついて記載し、市民からの認知症等による判断能力の低下、または低下することに対する備えについて相談が

あった場合、それらを含めた資料を用いながら具体的な相談に応じています。 

高齢者支援係 
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3．高齢者が安心して暮らせるまちづく 

（5）高齢者が安心して住み続けられる住まいの充実 

 

  

NO. 
計画書

記載頁 
施策名 実績報告 担当課 

13 82頁 

養護老人ホー

ムの適切な利

用促進 

 

 

経済的・環境的な理由により自宅での日常生活が困難となった高齢者及びその家族等から相談があった場

合、必要に応じて養護老人ホームへの入所について提案し、有識者、関係者により構成される入所判定委員会

を経て適切に入所措置が行われるようにしています。また、高齢者虐待等による緊急保護が必要な高齢者につ

いて迅速に対応できるように施設と日常的に情報交換等の交流を図っています。 

 

 

養護老人ホーム措置費 

令和元年度 令和２年度 令和３年度 

93,604,999円 97,663,064円 76,802,665円（R3.12末現在） 
 

高齢者支援係 
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3．高齢者が安心して暮らせるまちづくり 

（6）安全・安心なまちづくり 

 

 

 

 

NO. 
計画書

記載頁 
施策名 実績報告 担当課 

14 82頁 

 

直方市地域防

災計画との連

携 

 

 

避難・救護体

制の強化 

 

 

直方市新型イ

ンフルエンザ

対策行動計画

との調和 

 

防災・地域安全課と連携しながら、高齢者や高齢者施設に対し、防災意識をたかめるための周知に努め、平

常時から災害にそなえた準備ができるよう、情報提供に努めました。 

 

 

 

大雨による災害が発生した際には、要援護者リストなどを活用しながら、被害の発生が予想される地域の高

齢者に対し、早めの避難を心掛けるよう個別に電話連絡をとりました。 

 

 

新型コロナウイルス感染症予防のため市内の高齢者施設や介護事業者に対し、従事者の労働環境改善に要す

る経費の一部にあててもらうため、事業所ごとに 10万円を交付しました。 

またワクチン接種に関して、高齢者施設でのクラスター発生を防ぐため、施設入所者に対し優先的にワクチ

ンを確保し、高齢者施設内でのワクチン接種を行いました。 

高齢者支援係 


